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３７年間の教育をふりかえって３７年間の教育をふりかえって

萩原芳彦萩原芳彦
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• 材料力学の授業実施での様々な取組み

１０年単位での推移

• 学科としての教育への取組み

• 実験実習関連授業について

• 大学全体の様子

１９８０年代を中心として

• 研究室の皆さんのこと



3１９６０年代、世田谷キャンパス１９６０年代、世田谷キャンパス
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１９７０年代の教育（１）
１９７０年４月１日着任１９７０年４月１日着任

• 材料力学（１）通年、必修科目、３クラス担当
• １年生受講者３２６名３２６名、再履修含めて５２１名５２１名
• 入学定員２２０名（２２０名（1.481.48倍）倍）

• １９７３年度はストライキによる留年、４クラス編成
総履修者５９４名（新入生３２２名）

• 留年生を含めた収容定員超過率は？
• １９７０年、教員２３名２３名（教職員５３名）、実員約３３０名
• １９７７年、教員３１名３１名（教職員５１名、内助手３名）
• ２００６年、教員２９名２９名（教職員３６名）、実員約２４０名
• 授業料？

 
給料？
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１９７０年代の教育（２）

• 前半は学園紛争の時代、学生は元気学生は元気、不満？

• 授業はほぼ隔週ごとに講義と演習

• 再履修者への受講免除制度受講免除制度

• 受講免除者へも中間試験を時間外に頻繁に実施

• TA制度などない時代、大量の演習や試験大量の演習や試験の採点

• 一時は他の先生に採点を依頼

• １９７３年度に課程博士１号課程博士１号（故浅見克敏教授）

• 大学院機械系で１学年修士学生１０名未満修士学生１０名未満の時代
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１９７０年代の教育（３）

•• 一般教育と専門教育の対立？一般教育と専門教育の対立？

• 新入生への動機付け、専門科目の専門科目の11年次への配当年次への配当

• 各学科とも、専門科目がじわじわと1年次へ配当

•• 機械工学科では１９６９年度機械工学科では１９６９年度から図学のほかに、材
 料力学、機構学、金属材料の3科目が通年で１年次
 に配当された。

• 一般教育、専門教育担当者協力担当者協力による物理学演習物理学演習
 問題集問題集の作成（１９７５年度から使用）
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教務委員会「教育内容に関する小委員会」
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１９７０年代の教育（４）

• 機械工学科は満足せず工業力学を開講工業力学を開講
１年生前後期に開講（１９７８年度）

•• 材料力学を半期分短縮材料力学を半期分短縮して誕生
• 「新編工業力学」青木弘、長松昭男著

やや本学１年生には難解
• ベア・ジョンストン著（訳本）、「工業力学」

上下９８０ページ
 

、価格が高い、４８００円

• 「詳解工業力学」、入江敏博著、物足りない
• 武蔵工大生に相応しい教科書がない相応しい教科書がない
• 開講したが試行錯誤の時代試行錯誤の時代でもあった。
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１９８０年代の教育（１）

• 教科書の漢字が読めない

• 教科書を読まない

•• 活字離れのはしり？活字離れのはしり？

• 教科書、裳華房、「材料力学」上巻（３５０ページ）

鵜戸口英善、川田雄一、倉西正嗣著、名著名著

• ‘捩り捩り’を読めない、あるいは‘もどりもどり’と読む

• ‘撓み撓み’を読めない

• この教科書は‘‘古文で書かれている古文で書かれている’’と言われる

• 他に武蔵工大生にとってよい教科書がないよい教科書がない



11

応力・・・應力

力学・・・力學
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材料強弱及弾性学材料強弱及弾性学

昭和８年２月発行昭和８年２月発行
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採点プログラムの作成

• 穴埋め問題により、教科書を読ませる演習教科書を読ませる演習の実施

• 頻繁な数値計算演習数値計算演習の実施（黒澤先生の助言）

• １９８０年代も学生数の多いことは変わらず

• コンピュータ利用で採点の省力化採点の省力化

• FORTRAN言語使用、約3000行
• ダミーの枠の設定

• 長い記号式可能

• 学生ごとに数値を変更

• ワープロ活用による演習問題の作成
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パンチカード入力の時代パンチカード入力の時代

マーク

 
カード

パンチ

 
カード

出力初期の頃初期の頃
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１９８９年作成１９８９年作成 １９９０年作成１９９０年作成
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採点プログラムの成果

•• 穴埋め式演習問題穴埋め式演習問題作成には時間を要し、

教員の労力減少にはならなかった

• 発行部数と定価の関係で次年度学生への同同
 じ問題集の使用は学生の熱意を半減じ問題集の使用は学生の熱意を半減させる

 感じがした

• FORTRANで作成したため大型計算機がなく
 なり、利用できなくなる

• 学科分割で多人数でなくなり使用しなくなる

•• 1010数年間、採点プログラムを使用する数年間、採点プログラムを使用する
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プログラム作成で実施したこと

•• プログラムを一つ作るとまた作りたくなるプログラムを一つ作るとまた作りたくなる

•• プログラムを作ると使いたくなるプログラムを作ると使いたくなる

• 授業の中での演習や試験の採点

•• アンケートアンケート調査

•• 機械工学基礎試験機械工学基礎試験の実施

•• 入試情報の解析入試情報の解析（後にEXCELに変更）
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機械システム工学科１期生入学手続き数の機械システム工学科１期生入学手続き数の
 予測外れ予測外れ
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趣味のアンケート（１）

趣味のアンケートと冷かされもしたが、協力もし趣味のアンケートと冷かされもしたが、協力もし
 ていただいたていただいた

• 勉学状態、パソコンの学生個人活用状況

• 高校までの数学の理解度調査

• 一般教育科目のゼミ形式の是非

• 外部機関を利用しての英語力向上の是非

• 就職あるいは大学院教育に関する調査

• 機械工学科教員有志10数名による授業改善授業改善
 アンケート実施アンケート実施（組織的な実施のはしり）



23

趣味のアンケート（２）

調査と報告調査と報告

• 主に機械工学科学生対象、他学科にも依頼

• 教室会議で逐次報告

•• 教育年報に投稿教育年報に投稿

• 「新入生に力学を教えながら考えること」（22号号）

• 「機械工学科学生の考えているカリキュラム」
 （33号号）

• 「学生による教授法評価結果の活用に関する
 一提案」（44号号）
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アンケート実施例（１９８５～６年）

• 物理Ⅱ、化学Ⅱ両方とも履修：７４％、物理Ⅱ未履修：３％３％

• 英検導入：賛成２７％、反対４０％反対４０％

• 人社科目必要ない１２％、人社科目の系統学習希望５３％、

人社ゼミ希望５５％５５％（教養ゼミナール教養ゼミナール19931993年実施年実施）

• 大学名称：変えたほうがよい２９％２９％、状態が変われば変えて
 よい４２％、変えるべきでない１５％１５％

• 院進学：事情が許すなら進学したい３６％（2年生）、

１８％（4年生）

• 大学を批判するだけで改善努力をしない教員が多い３３％３３％、
 改善している教員が多い７％、

大学を批判する教員は少ない２８％２８％

•• 定年間際に同じ調査をしようと考えていたが、できなかった。定年間際に同じ調査をしようと考えていたが、できなかった。
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機械工学基礎試験の実施

• 故浅見教授などと相談

• 学生の学力調査学力調査と教育改善教育改善

• 学生自身の学力確認学力確認と学習意欲向上学習意欲向上

• 採点プログラムの活用、カード方式による採点

• 教員の負担を極力軽減しての実施

• 公務員試験問題などの活用

•• 19871987年の年の44年生に第年生に第11回を実施（今年回を実施（今年2020年目）年目）

• 基礎工学研究実施にともない33年生年生にも実施

• 大学院修士学生修士学生にも実施

• 学科分割後は記述式問題記述式問題を出題
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機械工学基礎ポケットブックの出版

• 竹中俊夫教授（1987年着任）の発案

• 学生が絶えず携帯して活用できるものを作る

• 10章構成で19891989年初版発行年初版発行

国際単位系SI、工業数学、工業力学、材料力学、
 機械力学、流体工学、熱工学、

 
材料工学、

機械の要素、制御工学

• 13章構成で1993年増補改訂版発行

加工学、計測工学、電気電子工学を追加

• 機械、機シ全教員の精査、１９９８年改訂2版
•• 19891989年フレッシュマンキャンプ年フレッシュマンキャンプから新入生に配布
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機械工学基礎ポケットブック（B6版）

１９８９年、初版１９８９年、初版 １９９８年、第２版
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１９８０年代、大学の取組み（１）

•• 本学の団塊本学の団塊の世代が４，５０歳代の活動期の時代

•• 石川馨学長石川馨学長（品質管理QCの神様）の時代

• 事務職員によるQCQCサークル活動サークル活動

• 「本学の教育に関する公開シンポジウム公開シンポジウム」

―教育の理想像を求めて―

• １９８２年5月下旬～7月上旬、3回
• 教務委員会主催（堤井信力委員長 ）

•• 教育年報第１号教育年報第１号の発行（１９８３年度）
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１９８２年開催

５月２９日（土）、１３：００～１６：００

６月１９日（土）、１３：００～１６：４０

７月１０日（土）、１３：００～１６：４０
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１９８０年代、大学の取り組み（２）

• カリキュラム改訂と長期の論争

• 半期１コマ1.51.5単位制単位制から2.02.0単位制単位制への変更

• 当時、武蔵工大と東京大学が1.5単位制度

• 演習コミの通年科目が3単位制の大学有り

• 機械工学科を除き1987年度から実施、１４０単位１４０単位

• 機械工学科は1993年度から実施

• 卒業単位は１３１単位から１２４単位１２４単位へ

•• ゆとり教育ゆとり教育のはしり？
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成績優秀者成績優秀者

８７科目中６８科目が通年科目（3単位）

ほとんどの科目が半期科目（2単位）
１９７０年代と２０００年代の比較１９７０年代と２０００年代の比較
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１９８０年代、大学の取組み（２）

• 教育年報の発行、１９８３年度、第１号発行１９８３年度、第１号発行

• １９８４年度、第２号

• １９８５年度、原稿募集後に中断

• 教育年報の発行停止（１９８５～１９９１年度）

•• １９９２年度、第１９９２年度、第33号発行号発行（伊藤泰郎教務委員
 長）

 
1985年度募集原稿を掲載

• 教育改革の進みは緩やか、まだ平和な時代平和な時代



35教育年報教育年報

 
第第11号号

 
19831983年度発行年度発行
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１９９０年代の教育
• 教科書の出版、竹中俊夫教授の紹介

•• 「材料力学の基礎と演習」「材料力学の基礎と演習」、1992年出版、３５００円

• 穴埋め式の特殊な形態であり、共著者大学以外で
 の使用なし。

武蔵工大生向け、工業力学の教科書工業力学の教科書の必要性

•• 「機械力学の基礎と演習」「機械力学の基礎と演習」、1994年出版

•• ベア・ジョンストン、「工業力学」ベア・ジョンストン、「工業力学」、980ページを参考、
 約200ページ構成

• 高校で公式等は学習済み、物理的意味の理解重視物理的意味の理解重視

• 12000部以上印刷、全国の大学、高専で使用
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機械力学の基礎と演習

著者

浅井公屋、大上浩、

大塚年久、大谷眞一、

小林邦夫、杉山好弘、

田村宏、萩原芳彦、

森沢正旭
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１９９０年代の教育

• 出版社から機械系教科書シリーズ執筆依頼機械系教科書シリーズ執筆依頼

• 本学卒業生３名他、計６名で編集委員会編集委員会

• 「よくわかる水力学」、「よくわかる工業力学」、
 「よくわかる機械力学」、「よくわかる機構学」、
 「よくわかる材料力学」、「よくわかる工業材

 料」、19951995年年88月～月～19961996年年1010月出版月出版
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「機械力学の基礎と演習」、１９９４年６月

「よくわかる工業力学」、１９９５年９月

ワープロワープロ
 

印刷テープの印刷テープの
 幅の変化幅の変化

出版経費の節約
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学部上級学年及び

大学院生向け教科書

2000年6月出版



42

２０００年代の教育

• 教科書作成一段落

• 教員が一休みすると学生の熱意は低下学生の熱意は低下

教員は年中走り続けなければならない教員は年中走り続けなければならない

•• 教科書ページ数の制限教科書ページ数の制限

補足説明、演習問題の追加の必要性

• 自学自習のため、演習問題ヒント演習問題ヒントの必要性

•• より基本的な（やさしい）演習問題より基本的な（やさしい）演習問題の必要性

•• ホームページの開設ホームページの開設（2001年10月）
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ホームページ

• 「よくわかる材料力学」、演習問題ヒント演習問題ヒントのページ
 （2001年10月）

• 予習・復習のための基本問題（やさしい問題）基本問題（やさしい問題）の
 ページ（２００３年１月）

•• 描きながら考える材料力学描きながら考える材料力学のページ（２００３年９月）

•• 携帯電話携帯電話で学ぶ材料力学（２００６年８月）

• 最近では１年間に６，７千件のアクセス６，７千件のアクセス

• 試験直前のアクセスが多い

•• 他大学等でも利用他大学等でも利用しているようである
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ｍｇ

２ｍｇ

０

張力の問題、正解率は３０年間ほとんど変わらない

実体験と授業での学習の乖離実体験と授業での学習の乖離

１年生への質問１年生への質問
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描きながら考える材料力学

• 変形状態図を描かせたら予想外の結果

• ３０年程前、ある大学で学生に鶏の絵を描か
 せたら、４本足の鶏４本足の鶏を描いた。
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52有限要素法による解析結果有限要素法による解析結果

描きながら考える材料力学

ホームページに掲載
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１９７０年台前半の試験問題最近の試験問題

誘導形式が多い。

公式をヒントで表示
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実験実習教育について（１）
• 着任時、実験、実習科目が少ない実験、実習科目が少ないと感じた。

• 1年次：物理学実験、化学実験

• 2年前期：機械工作実習

• 3年前期：機械工学実験

• 4年前期：電気工学実験

•• 22年後期、年後期、33年後期には実験実習科目なし年後期には実験実習科目なし

• 提案したが認められず。学生数、実施場所から当
 然？

 
‘‘いつかどうにかしたいいつかどうにかしたい’’

•• コース制導入時（１９８９年度）コース制導入時（１９８９年度）に再度提案し、実現

（１９年が経過１９年が経過）
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実験実習教育について（２）
• 設計・生産、機械システム、機械・電子３コース実験

•• 一般教室の机を実験台一般教室の机を実験台として利用

•• 実験装置は可能な限り小型化実験装置は可能な限り小型化し、設計、購入計画

• 実験終了後、器具は教室片隅の収納庫に収納器具は教室片隅の収納庫に収納

• 文部省補助金申請が受理：機械・電子実験装置機械・電子実験装置

「機械・電子工学的諸現象の計測並びに解析技術機械・電子工学的諸現象の計測並びに解析技術
 学習システム学習システム」、８０００万円

• 機械工学基礎実験室の建設基礎実験室の建設に急遽変更

• 教務委員会：全学基礎実験教育を検討中

• 気まずい思いをした。
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機械電子実験装置

機械・電子工学的諸現象の計測並びに解析技術学習システム機械・電子工学的諸現象の計測並びに解析技術学習システム

菓子が３つ配られる間の時間の説明
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実験実習教育について（３）

機械システム工学科の設置に関連して機械システム工学科の設置に関連して

• 機械システム実験、有限要素法実習有限要素法実習

• 機械システム設計演習（１）、（２）

ねらいねらい

• 基礎科目の復習と総合学習

• プレゼンテーション

• 模型の制作（機械システム設計演習）

現在ではすべての学期に実験実習科目が現在ではすべての学期に実験実習科目が
 配置されている。配置されている。
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まとめ（１）

• ことわざ、‘馬を水辺に連れて行くことは出来ても水
 を飲ませることは出来ない’

• 大学教員は連れて行くのが仕事連れて行くのが仕事だが、最近ではお
 いしく見える水があちこちにあり、連れて行くのも大連れて行くのも大
 変？変？

• 私立大学は学生が多い、‘芋を洗うように教育芋を洗うように教育をす
 る’という方も居られる。一理あるが、手加減が難し
 く、傷ついてしまうことにもなる。

• 教員が心底から熱心に取り組む姿勢心底から熱心に取り組む姿勢が学生に伝わ
 ることが大切
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まとめ（２）

• 寺沢正男先生のことば、‘学ぶ学ぶ’は‘まねまねぶぶ’とも読
 み、‘まねるまねる’と同源

• これまで提案してきた手法の大半は真似大半は真似である。良
 いと思ったことは実行してきた。

• 手法は真似ても、教員と学生が居ての教育であり、
 個々に結果は異なる。どういう真似をするか、採用

 の選択が難しい。
‘まねまね’
• 実験科目の充実（学生時代の経験）
• 機械工学基礎試験（学生時代の経験）
• 機械システム設計演習、模型制作（建築学科）
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まとめ（３）
• 武蔵工業大学は様々な大学出身者（経験が異な経験が異な

 るる）が居て大変である。纏まりがつきにくい（ある人
 の言葉）

• しかし、その教育の結果として、ハイブリッドは優れ
 ているはず。

• 大学となり約６０年、博士１号が誕生して約３０年が
 経過、自前の教育ができるはず。

• 教員としての最大の喜びは、卒業生が先頭に立っ
 て活動することである。

• 大変な時代、今後のご健闘を祈るばかりである。今後のご健闘を祈るばかりである。
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一緒に過ごした研究室の一緒に過ごした研究室の
 

みなさんみなさん
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岩瀬哲夫、森田和夫

卒論、緒言はヒッタイトから始まる記述

卒業研究１期生、１９７０年度卒業
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１９９６年ごろ、世界史の未履修？

試験問題の珍解答

いくつかの単語を示し、それらのいくつか

 を使って文章を作らせる問題。ガリレオ、

 ダビンチ、フック、応力集中、応力拡大係

 数など
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修士課程１期生

（１９８３年度）

コンピュータ解析の基礎を築い

 てくれた。
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日誌を１年間書き続けた。日誌を１年間書き続けた。池崎卓次
 

峰岸則行



67



68
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73
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石川馨学長（１９７８年～１９８９年）

「下を使って半人前、上を
 使って一人前」

１９８４年度卒業
 

小山憲一

主任教授は高等小使い

外部に出た経験の無いもの
 は昇格させない

長期の出張規程制定
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シュハレット（雪合来提）

新疆ウイグル自治区政府派遣新疆ウイグル自治区政府派遣
 研究員（２年間）研究員（２年間）

再入国（手続き大変）

１９９４年３月
 

学位取得

博士課程１号

（１９９４年３月）

現在、中国、日本、

 カナダを叉にかけ

 て活躍中
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Yudy Surya Irawan
２００１年４月～２００６年６月

インドネシア石油財団奨学生（修士課程）

文部科学省奨学生（博士課程）

Brawijaya University  Indonesia
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卒業生一覧卒業生一覧
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研究室で共に過ごした教職員の方々研究室で共に過ごした教職員の方々

• 材料力学研究室（１９７０年～１９９１年）

吉野利男吉野利男、田村宏田村宏、堀越勝司堀越勝司

関根広司関根広司、大塚年久大塚年久

• 機械設計（強度設計システム）研究室

（１９９２年～２００７年）

千葉和茂千葉和茂、坂本吉弘坂本吉弘

大谷眞一大谷眞一、秋田貢一秋田貢一
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おわりに

• 実験研究者が自ら実験をしなくなったら評論家評論家

• ４０歳過ぎまで自ら実験、その後は調査研究調査研究？

•• 好きなことをすることができた好きなことをすることができた。

•• ○○○○先生は昔の先生は昔の○○○○先生ではない。先生ではない。

君たちが頑張らなくてはだめ

（４０歳代後半にある人に言われた）

• ○○先生の年齢に近づいた。

•• 大谷、秋田先生、あとの実権をよろしく大谷、秋田先生、あとの実権をよろしく
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ありがとうございましたありがとうございました
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